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そ の 他 の 新 型 コ ロ ナ 関 連 記 事 は ８ 面

目 

次

手洗いで感染症を防ごう！

新型コ ロナ

▲接種券（ サンプル）

接種
　 新型コ ロナの発症予防・ まん延防止のためのワク チン接種

に向けて、 準備を進めています。

　 接種する順番は、 医療提供体制の確保や重症化リ スク など

を 踏まえ、 ①65歳以上の高齢者②基礎疾患がある方・ 高齢者

施設などの従事者③それ以外の方です。

　 接種券の郵送は、 ①の方には4月中②③の方には5月中を 予

定し ています。 接種費用は無料ですが、 接種を 受けるには予

約が必要です。 詳し い情報は、 市ウェ ブを ご覧いただく か、

コ ールセンタ ーにお問い合わせく ださ い。

問　 新型コ ロナワク チン接種コ ールセンタ ー☎0570ー098ー894

（ 平日の午前8時30分〜午後5時）

65歳以上の高齢者への接種券の郵送時期は

国から のワク チンの供給が遅れている ため

「 3月下旬」から「 4月中」に変更し ます。

Q
A

Q
A

Q
A

Q
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接種のスケジュ ールは?

65歳以上の高齢者は5月以降に接種を 開始し ま す。 なお、 本

市では高齢者施設入所者へ4月から 先行接種し ま す。 65歳未

満の方は7月以降の接種開始を 予定し ています。

接種会場はどこ ?

接種が受けら れる 場所は、 医療機関（ かかり つけ医など ）と 、

集団接種会場があり 、 選ぶこ と ができ ます。 医療機関は、 広

報ひら つかなどでお知ら せする予定です。

集団接種会場は、 5月以降当面の間、 土・ 日曜日に開設し ます。

保健セン タ ー・ 市役所本館は毎週、 ラ スカ 平塚・ グラ ン ド ホ

テル神奈中・ 平塚プレ ジール・ 各公民館（ 神田・ 旭南・ 金目・

金田・ 土屋）は不定期に開設し ます。

予約はいつから でき る?

接種券が届いたら 予約でき ます。 ただし 、 ワク チン の供給状

況により 、 予約でき る 時期が遅れる 場合があり ます。

予約方法は?

個別の医療機関で受ける 場合と 、 集団接種会場で受ける 場合

で、 予約の方法が異なり ます。

①医療機関で接種を 受ける 場合　 各実施医療機関に確認し 、

直接予約し てく ださ い。

②集団接種会場で接種を 受ける 場合　 電話またはウェ ブで予

約し てく ださ い。 電話の場合は新型コ ロ ナワク チン 接種コ ー

ルセン タ ー☎0570―098-894へ、 ウェ ブの場合は接種券に同封

の案内状に記載さ れた2次元コ ード を 読み取り 、 案内に従っ

て予約し てく ださ い。

掲載し て いる 内容は3月10日現在のも ので す

接種券の郵送時期をは

じ めと する全ての予定

は、 ワク チンの供給状

況などにより 変更する

場合があり ます。

集特

こ こ が知り たい

ご 注意
く ださ い！

ワクチン
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知っていますか ちいき情報局

地
域
の
活
動
を
多
方
面
か
ら

サ
ポ
ー
ト
す
る

あなたの暮らしを

支える自治会
　
「
自
治
会
は
、
地
域
の
人
々
が

互
い
に
助
け
合
っ
て
生
活
し
て
い

く
た
め
の
も
の
。
自
治
会
活
動
を

通
し
て
人
と
の
つ
な
が
り
を
作
る

こ
と
が
、
安
心
で
安
全
な
暮
ら
し

に
結
び
付
き
ま
す
」
と
、
市
協
働

推
進
課
の
柿
沼
崇
主
査
（
左
写
真
）

は
話
し
ま
す
。

　
自
治
会
は
、
地
域
の
安
全
を
守

る
こ
と
や
、
環
境
美
化
・
福
祉
・

教
育
に
関
わ
る
こ
と
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
連

帯
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
地
域
が

よ
り
一
層
活
性
化
し
ま
す
。
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
は
、
災
害
時
な

ど
、
い
ざ
と
い
う
時
に
も
役
立
つ

は
ず
で
す
」
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
広
が
る

中
で
、
自
治
会
活
動
も
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
る
と
話
す
柿
沼
主

査
。「
地
域
の
人
が
多
く
参
加
す
る

盆
踊
り
や
夏
祭
り
、
地
区
レ
ク
な

ど
が
開
催
で
き
ず
、
人
と
人
と
の

触
れ
合
い
の
機
会
が
な
い
状
態
が

続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
治
会

役
員
の
中
に
は
危
機
感
を
覚
え
て

い
る
方
も
多
い
で
す
」
と
懸
念
し

ま
す
。

　
市
は
、
地
域
の
活
動
再
開
や
つ

な
が
り
の
再
構
築
を
後
押
し
で
き

る
よ
う
、
申
請
し
た
自
治
会
に
10

万
円
を
交
付
す
る
「
地
域
活
動
再

開
円
滑
化
交
付
金
制
度
」
を
作
り

ま
し
た
。「
交
付
金
を
活
用
し
、
感

染
症
対
策
を
万
全
に
し
て
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
開
い
た
自
治
会
長
か
ら

は
『
大
変
だ
っ
た
が
、
久
し
ぶ
り

に
み
ん
な
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
て
、
コ
ロ
ナ
で
ふ
さ
ぎ

込
み
が
ち
な
気
持
ち
が
晴
れ
た
』

な
ど
の
う
れ
し
い
声
を
頂
き
ま
し

た
。
地
域
が
も
う
一
度
つ
な
が
る

た
め
に
、
サ
ポ
ー
ト
し
続
け
た
い

で
す
ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
一
方
で
、
近
年
は
少
子
高
齢
化

や
核
家
族
化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
自
治
会
加

入
率
が
少
し
ず
つ
減
っ
て
い
る
こ

と
や
、
役
員
な
ど
の
担
い
手
不
足

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
自
治
会
の
活
動

が
停
滞
し
た
こ
と
は
、
課
題
に
向

き
合
う
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た

　 昨年の12月６日、 寒さ に負けずに吉沢地区内を 巡回する 、 太鼓の山

車と 軽ト ラ ッ ク の姿があり まし た。 軽ト ラ ッ ク の荷台には「 防犯パト

ロ ール」「 絆」と 書かれたステ ッ カ ーが貼ら れ、 太鼓の音色に合わせ、

地区内を巡っ ていき ます。

　「 吉沢地区には農家が多く 、 皆自家用の軽ト ラ ッ ク を 持っ ている の

で、 日常の中でも『 ながら パト ロール』と し て、 地域内を見守っ ていま

すよ」と 話すのは、 吉沢地区自治会連合会の秋山 貢
みつぐ

会長（ 上写真）。 同

連合会では平成29年から 、 軽ト ラ ッ ク での防犯パト ロールに取り 組ん

でき まし た。「 子ども たちも 意識し てく れているよう で、『 学校の近く に

いたよ ね』など と 声を 掛けてく れます。 地域の皆の声を 聞く たびに、

地元に貢献でき ていると 感じ ら れてう れし く なり ますね」。

　 パト ロ ールを 中心に地域の連帯感を 高めてき た同連合会。 し かし 、

新型コ ロナの影響で人と 会えない時期が続き 、 焦り を感じ ていたと 秋

山会長は話し ます。「 地域のイ ベント であるお祭り や、 子ども たちが待

ち望む太鼓の演奏発表も 、 全て中止か規模を縮小し なければいけませ

んでし た。 次の世代へ地域の伝統を伝えていく 上で、 こ れではいけな

いと 思っ ていたんです」。 そこ で、 地域の絆を さ ら に強めると と も に、

と
も
い
え
ま
す
ね
。
全
て
を
解
決

す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
今

後
も
地
域
と
行
政
が
一
緒
に
な
っ

て
、
よ
り
良
い
地
域
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
」
と

柿
沼
主
査
は
力
を
込
め
ま
す
。

　
ま
た
、
外
出
自
粛
要
請
や
学
校

の
休
校
が
続
い
た
、
昨
年
春
の
緊

急
事
態
宣
言
発
出
中
に
多
く
活
用

さ
れ
た
「
ち
い
き
情
報
局
（
右
囲

み
）
」
を
、
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
見

や
す
く
な
り
、
よ
り
手
軽
に
情
報

を
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。「
地
域
活
動
や
地
域
運
営
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
合
っ
た
や
り

方
が
あ
り
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の

大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
自
治

会
と
と
も
に
、
安
心
で
住
み
や
す

い
ま
ち
を
目
指
す
た
め
に
、
行
政

と
し
て
、
も
っ
と
自
治
会
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
。

パト ロールで

安心な地域を
吉沢地区自治会連合会

　 ウェ ブ上で地域内のさ まざまな情報を

共有・ 閲覧でき るシステムです。

　 市内の小学校区ごと に自治会や学校、

各種団体などから 、 多く の情報が発信さ

れていま す。 右の2次元コ ード から アク

セスでき ます。

太鼓を演奏する機会を作るために、 防犯

パト ロールに太鼓山車を 組み合わせるこ

と を 考えた秋山会長。 同時に「 地域活動

再開円滑化交付金」を活用し 、ステッ カ ー

（ 右写真）を作り まし た。

　 し かし 、 始めるに当たっ て経路の設定

や警察への届け出など、 苦労が多かっ た

と 振り 返り ます。「 それでも 、 子ども と 大人、 つまり 太鼓山車と 防犯パ

ト ロールを混ぜるこ と で、 地域の盛り 上げは地域全体でやるんだと い

う こ と を 再確認でき る、 大変有意義なイ ベン ト になり まし た」と 笑顔

を見せます。

　 今後も 防犯パト ロールを続けたい、 と 話す秋山会長。 子ども と 地域

のために、 でき るこ と は何でも やり たいと 意気込みます。「 ６月には吉

沢公民館の再整備が完了するので、 住民が交流し やすく なり 、 地域の

絆も より 深まると 思います。 こ れから も 地域が一つになっ て何かを成

し 遂げていく と いう 姿勢を、 忘れないよう にし たいです」。

地 域 全 体 の た め に

一 緒 に 取り 組 む 意 味

持
続
で
き
る
地
域

活
動
を
目
指
す

も
う
一
度
地
域
が

つ
な
が
る
た
め
に

　 日常生活のさ まざ まな 場面で、地域

住民をサポート している自治会。清掃や

パト ロールなどの活動を 通して、今日も

安心・ 安全な暮らし を守っています。

問　 協働推進課☎21−９618
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あ
な
た
も
自
治
会
に

入
り
ま
せ
ん
か

「
み
ん
な
、
お
は
よ
う
」「
今
日
も
が
ん
ば
っ

て
ね
」

　
２
月
10
日
の
早
朝
、
吐
く
息
が
白
く
見

え
る
ほ
ど
の
寒
さ
の
中
、
松
原
小
学
校
へ

の
通
学
路
を
登
校
す
る
児
童
に
、
松
原
地

区
自
治
会
連
合
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
声
を

掛
け
ま
す
。

　
「
月
に
一
度
、
自
治
会
の
役
員
な
ど
が

力
を
合
わ
せ
、
登
校
を
見
守
っ
て
い
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
同
連
合
会
の
武
井
健
治
会

長
（
左
写
真
）
。
見
守
り
で
は
率
先
し
て
笑

顔
で
声
を
出
し
、
児
童
を
学
校
へ
と
送
り

出
し
て
い
ま
す
。

　
同
連
合
会
は
地
域
団
体
と
連
携
し
て
、

令
和
元
年
か
ら
あ
い
さ
つ
を
テ
ー
マ
に
、

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
目
を
引
く
の
が
「
あ
い
さ
つ

標
語
」
の
取
り
組
み
で
す
。「
令
和
元
年
の

11
月
に
、
松
原
小
学
校
の
児
童
と
地
区
住

民
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
231
件
も

の
応
募
が
あ
っ
た
ん
で
す
」
と
武
井
会
長

は
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
そ
の
後
同
連
合
会
は
「
地
域
活
動
再
開

円
滑
化
交
付
金
」
を
活
用
し
、
10
個
選
ん

だ
優
秀
作
品
を
生
か
し
て
、
の
ぼ
り
旗
10

本
・
横
断
幕
２
枚
を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、

見
守
り
時
に
首
に
掛
け
る
ス
ト
ラ
ッ
プ
を

300
個
作
り
、
各
自
治
会
や
関
係
団
体
に
配

布
。
こ
れ
ら
は
、
昨
年
の
８
月
か
ら
本
格

的
に
始
め
た
登
校
時
の
見
守
り
に
使
っ
て

い
ま
す
。「
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
の
ぼ
り
旗
が
見

え
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
も
一
目
で
『
地
域

の
人
だ
』
と
分
か
り
、
声
を
掛
け
や
す
く

な
る
ん
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
り
や
す
く
な
る
と
い
う
点
で
、
地
域
の

連
帯
感
を
高
め
る
の
に
一
役
買
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
よ
」
。

　
「
最
近
は
、
子
ど
も
た
ち
の
あ
い
さ
つ

を
返
す
声
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
な
と
感

じ
ま
す
」
と
目
を
細
め
る
武
井
会
長
。
あ

い
さ
つ
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
、
地
域
の
未
来
に
つ
な
が
る
は
ず

と
続
け
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に

な
っ
て
も
『
あ
い
さ
つ
を
す
る
』
と
い
う
基

本
を
忘
れ
な
け
れ
ば
、
自
然
と
顔
が
見
え

る
関
係
を
作
れ
ま
す
し
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
お
互
い
気
兼
ね
な
く
助
け
合
え
る
と

思
う
ん
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

今
後
も
見
守
り
と
あ
い
さ
つ
を
続
け
て
い

き
た
い
で
す
ね
」
。

東海大学健康学部健康マネジメ ント 学科の講師であり 、地域の活動を 活性化さ せる

アプロ ーチ法などを 研究し ている、市川 享
き よ う

子
こ

先生に話を聞きまし た。

　 地域での活動は、 例えば清掃や声掛け

運動など、 身体的な活動を伴う こ と が多

く 、 自治会活動はその典型的な例です。

　 特に高齢者にと っ ては、 日常的に自治

会活動に参加するこ と で、 社会と のつな

がり を 得ながら 体の健康管理ができ 、 ま

さ に一石二鳥。 身近ででき て誰も が参加

でき 、 体も 動かせる自治会活動は、 体と

心、 そし て社会の「 三方よし 」を目指すた

めの良い装置になると 思います。

　 また、 今後の自治会活動は、 次世代を

育成する、と いう 視点で運営し ていく と 、

　
市
内
の
各
自
治
会
で
は
、
い
つ
で
も
加
入
を
受
け
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　 2月1６日、 利用者のにぎやかな声が響く 崇善公民館の一室に、 真剣

な表情でパソ コ ンの画面に向かう 人たちの姿があり まし た。「 崇善地区

自治会連絡協議会では月に一度、 ウェ ブ会議のための講習会を開いて

います。 皆最初は恐る恐るでし たが、 やっ てみると 楽し いよう で、 積

極的に参加し てく れる よ う になり まし た」と 、 同協議会の栗原邦夫会

長（ 上写真）は声を弾ませます。

　 同協議会ではメ ールを活用し 、 自治会関係の連絡などを積極的に電

子化し ています。「 ウェ ブ会議はその発展形であり 、目標なんです。メ ー

ルも いいですが、 やっ ぱり お互い顔を見て話し たいですよね。 最終的

には、 皆がオンラ イ ンで会議に参加するこ と

を 到達点にし たいです」。

　 こ れから の自治会活動はオンラ イ ン 化の時

代、 と 話す栗原会長。 定例的に開く 会合など

は全てウェ ブ会議にするこ と で、 参加者への

いつでも つなげら れる

自治会を作る

あ
い
さ
つ
で

地
域
を
一
つ
に

崇善地区自治会連絡協議会

松
原
地
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自
治
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細かい配慮ができ るよう になると 言い

ます。「 対応が難し い個々の事情にも 、

ウェ ブ会議なら 配慮でき ます。例えば、

ケガな ど を し て いる 人は来な く て い

い、 家事の合間に参加し ても いい、 と いっ た具合です」。

　 また、 災害などの非常時のためにも 、 オン ラ イ ン 化の準備を

し ておく こ と が有効だと 言います。「 コ ロナ禍の今も そう ですが、 実際

に人が集まっ て自治会活動をするこ と ができ ない状況は、 またいつ来

るか分かり ません。 自治会活動のオンラ イ ン化は、 長い目で見ても 必

要です」と 力を込めます。

　「 も ち ろ ん、 オンラ イ ン 化に慣れておく こ と は、 自治会活動だけに

生かすため、 と いう こ と ではあり ません」と 栗原会長。「 例えば、 遠く

に住む家族と オンラ イ ンで話せるよう になるなど、 自分の日常生活の

中にも メ リ ッ ト がたく さ んあり ます。 高齢の方も 遠慮せず、 ぜひチャ

レンジし てほし いですね」と ほほ笑みます。

　 現在は崇善地区連合会の中だけでオンラ イ ン化に取り 組んでいます

が、 将来的には市内の全自治会がオンラ イ ンでつながっ たら いい、 と

希望を 語り ます。「 ４月から は、 崇善以外の自治会の人も 講習会に参加

でき るよう にし ます。 こ れを皮切り に、 オンラ イ ン化への取り 組みを

地域住民へ積極的に働き 掛けていき たいですね」。

オ ン ラ イ ン で 豊 か な 生 活 を

個 々 へ の 配 慮 が 可 能 に

オンラインでも多く の人が

参加します
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のぼり旗とスト ラップが見守りの目印です
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継続し ていけるのではないかと 考えてい

ます。 イ ベント の運営や地域内の見守り

など、 自治会活動には世代間交流が多い

はず。 そこ で 自治会の中心と な る メ ン

バーが「 今まではこ う やっ てき たんだか

ら 」と 考え 方を 固定化し て し ま わずに、

自治会を 担っ て いく 若い世代に、 思い

切っ て活動のかじ 取り などを任せてみる

のです。

　 メ ン バー全員が柔軟な考え方を 持ち、

お互いに協力し 合う こ と で、 自治会活動

はさ ら に活性化するでし ょ う 。
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広報紙を よ り 良いも のと する ためにウェ ブアン ケート を 実施し ています。ご意見を お寄せく ださ い。

右の2次元コ ード から アン ケート ページにアク セスでき ます。

プレイバック 　 ひらつか
広報紙編①

　 広報ひらつかデジタ ルアーカイブで見ること ができる過去の紙面から 、

昔の平塚市の姿を 紹介し ます。時代が移り 変わる 様子をご覧く ださ い。今

回は、今から 50年前、昭和46年（ 1971年） 3月15日号の紙面です。

問　 広報課☎21–8761

　 市ウェ ブ上の広報ひら つかデジタ ルアーカ イ ブでは、 昭和24年発行の

創刊号から 現在までの全ての紙面を 見るこ と ができ ます。右の2次元コ ー

ド から も アク セスでき ますので、 ぜひご覧く ださ い。
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　 ホテルや専用の式場で挙げるのが一

般的と なっ た現在の結婚式。 当時は市

民セン タ ー（ 見附町15―1・ 現在建て替

え中）で多く の結婚式・ 披露宴が開か

れまし た。開館から 9年目を迎えるこ の

年の2月には2,9００組目のカ ッ プルが挙

式し 、 当時の加藤一太郎市長がお祝い

に駆け付けるなど、 公共施設での挙式

は一般的なも のだっ たよう です。

　 市民から さ まざまな要望が

寄せら れるコ ーナーです。 こ

の号では、 真田地区に住んで

いる方から 広報無線の設置の

要望が届いています。 現在は

防災行政無線と 呼ばれている

屋外設置のス ピ ーカ ーで す

が、 当時は市内3０カ 所にし か

設置さ れていなかっ たよう で

す。 現在は126カ 所に設置さ

れ、 市内全域をカ バー。 災害

時の緊急放送や行方不明者捜

索などのお知ら せを伝えるの

に活用し ています。 また、 日

没時間に夕焼け小焼けのメ ロ

ディ を流す「 愛の鐘」の放送も

し ています。

　 当時の平塚の世帯数は約4万5, ０００世帯で、 2万８, ０００台は普及率でいう と 約6割と いっ

たと こ ろ 。 回線数が急増し ている時期であり 、 記事には新規に申し 込んでも 、 電話線が

引かれる まで半年～1年半かかる と あり ます。 また、「 生活の必需品と までいわれる よ う

になっ た」と も あり 、 家庭の電話と いう も のが、 よう やく 世間に普及し てき たこ と がう

かがえます。 携帯電話が普及し 、 いつでも どこ でも 連絡を取り 合える現在から は、 なか

なか想像がつき ません。 ちなみに、昭和46年の固定電話の回線数は、国全体で約2,０００万。

電話交換手を通さ ない自動接続率が1００㌫に近い水準になっ たのも こ の時期でし た。


